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2018/6  The New English Classroom

［特集］「なるほど，わかった！」を引き出す授業

佐々木 忠夫 （ささき・ただお　宮城県小牛田農林高校）

「寺島メソッド」で自立した英語学習が！
◉ 実践高校

１．はじめに
私は寺島メソッドにしたがって４月に「英語と私」

というタイトルで作文を書かせている。それを見る
と，本校には英語が得意な新入生はほとんどいない。
ある生徒は「僕にとっては，英語は単語を覚えた

り，長文を読むことがとても難しくきらいです」と
言っている。
だが，同じ生徒が，「僕は日本語も苦手なので，
先生の授業で日本語力や英語力をいっぱい上げられ
るようにがんばりたいです」と書いている。できれ
ば高校で英語ができるようになりたいと思っている
のだ。
この嫌悪感を払拭し，生徒の願いに一歩でも近づ
けるような授業をするために，私は寺島隆吉氏が考
案した「寺島メソッド」（「記号づけ」ということもあ
る）を授業の中心にしてきた。
寺島メソッドの基本は英語学習の「水源地」を教

えることである。「水源地」とは教える内容の根源と
なる原理を言い，英文法では語順，英音法では「リ
ズムの等時性」（『寺島メソッド英語アクティブ・
ラーニング』p.262）である。それらを教えるために
英文法は「記号づけ」で，英音法は「リズムよみ」で
指導している。

２．英語四技能の相互関係
４月，授業開きで英語の授業目標を提示する。ま
ず，英語学習の土台は「見えない学力をつけること」
と説明する。
次に，英語の力を伸ばすには，「話せるようにな

りたければ，言いたいことを単文でたくさん書きな
さい」「聞けるようになりたければ，リズム読みをし
なさい」「書けるようになりたければ，たくさん読み
なさい」「読めるようになりたければ，記号をつけて
読みなさい」と指示している。
これは，寺島メソッドの四技能の相互関係に対す

る仮説である。（『寺島メソッド英語アクティブ・
ラーニング』p.260）
現在のコミュニケーション重視の英語教育で英語

学力が全体的に低下しているのは，「四技能をバラ
ンス良く」指導するとして，会話中心になってしまっ
ているからだ。
読みの力を基礎として四技能が相互に転移し合う

指導ができていないため，多くの生徒が苦しんでい
る。「寺島メソッド」はそのような生徒を救ってきた。

３．記号づけによる読みの授業
（1）まず「記号づけプリント」で読みの力を
「記号づけプリント」では英文の動詞に○，連結詞

（関係詞，従属接続詞）に  ，前置詞句に［   ］を
つけ，その節を［   ］で囲む。
その英文の下には同じ記号の空欄があり，生徒は

その空欄にそれぞれの語句の意味を書き込みなが
ら，英文の意味を前から取っていく。
生徒に聞くと，中学校時代の読解は（　　）入り

の和訳が渡され，そこを埋めたり，先生が言う和訳
を書き写したりすることが多いようだ。その結果，
いまだに，どの単語が主語で，どの単語が動詞なの
か判別できない。
しかし，この記号がついていれば一目瞭然である。
やがては一人で主語や動詞が判別できるようにな
る。実際に「動詞と準動詞の見分け方がわかるよう
になってきて，単語を並び替えてつくる英作問題も
できるようになった」と生徒は言っている。
「記号づけプリント」の使い方は２通りある。「一
斉方式」と「マラソン方式」である。
最初は「マラソン方式」で行う。「記号づけプリン

ト」の１枚できあがったら，私が点検し，合格すれ
ば次の１枚を与える。
生徒が完成したプリントを持って教卓の前に並

ぶ。それを急いで点検し，次の１枚を渡す。授業終
了のベルが鳴っても，やめる生徒はほとんどいない
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ことが多い。今やっているこの１枚を終わらせたい
という気持ちが強いのだ。
これをきちんとしないと，ヒント欄にほとんどす
べての語句の意味があっても，日本語の意味をきち
んと書き込めなかったり，ヒントを見つけることす
らできなかったりする。中学校で「眼の力」が鍛え
られていないのだ
こうして「目の力」ついてくると一斉方式に移る。

（2）記号書き込み式フレーズ訳プリント
この「記号づけプリント」で英語の語順が理解で

きたところで，生徒自ら記号を書き込む方式のプリ
ントを導入する。
一度は「記号づけプリント」を行っているので，

どの単語に○がつき，どの単語が［   ］で囲まれて
いるか目にしているはずだが，一人でその記号をつ
けることはすぐには難しい。何度も繰り返すことで
だんだんと記号が自分でつけられるようになる。
一昨年の３年生もこの方式で１年やってきたが，

一般入試での国立大学合格者や私立大学特待生合
格（四年間学費免除）などの成果があった。

（3）文法こそ記号づけで
寺島メソッドでは英文法を「幹」と「枝葉」に分け

る。そして，「幹」だけを教える。（『寺島メソッド 英
語アクティブラーニング』p.211参照）
この記号で文法の幹が単純明快になる。文法事項
の説明や練習問題を行うとき，記号をつけておけば，
英文の構造が一目瞭然になり。練習問題も取り組み
やすくなる。並びかえ英訳でも，日本語に「寺島記
号」をつけておくだけで格段に取り組みやすくなる。
中学校時代に理解できなかった文法事項がわかるよ
うになったといっている生徒が多い。
「否定文や疑問文の組立方もこれで視覚的にわか
りやすく見つけることができた」「中学校の頃の英
語では，to不定詞や現在完了が苦手で…（高校の）
授業で不定詞や現在完了をやってわからなかったと
ころがわかったり…」

４．「リズムよみ」の授業
（1）個々の発音より「リズムの等時性」を優先
英語音声の特性は「リズムの等時性」である。個々

の単語の発音指導は切りがなく，生徒にとっては難
しい。それよりは英文のリズム指導の方が，はるか
に英語らしい発音に近づけられ，しかも，生徒が楽
しみながら取り組める。
「リズムよみプリント」には内容語に大きな □ ，
機能語に小さな ○ の記号がついている。ペンで机
などを叩きながら，大きな □ のついている単語を
強く読むのである。
イギリス出身のALTが，これを見て幼稚園時代

に同じような音読をしたと言っていた。
また，発音の難しい単語にはカタカナを振ってお

くが，「リズムよみ」をすることで，英語らしい音に
変化するのである。しかし，カタカナすらきちんと
読めない生徒がいるので，それを読む練習から始め
る。その後，「リズムよみ」をする。
「リズムよみ」は，まず寺島メソッドの「三つの基
礎教材」There’s A Hole，The House That Jack 

Built，The Big Turnipで始める。教科書の本文
もこれで読むのだが，教科書はすべてではなく，時
間の都合上，一部にしている。
ある生徒が，Bette Midler “The Rose”の「リズ

ムよみ」体験を次のように語っている。
「やはり “The Rose”の授業は印象にも記憶にも
残っている。ペンでリズムをとりながらの音読方法
ではじめてやったのが “The Rose”だった。（中略）
その曲が作られた背景と同名の映画について確認し
た後，練習が始まった。ペンでリズムをとって，は
じめは文章を読むかのように歌い始めた。一つひと
つの言葉に意識しつつ，“この言葉は発しない”“こ
こはつなげて”というアドバイスを受けながら発音
に注意した。今までただ何となく楽しく歌っていた
が，高校になるとその歌さえも立派な授業として成
立することに驚いた」

（2）「リズムよみ」から「合わせよみ」へ
教科書で「リズムよみ」を行う場合，まず１文ず

つ「リズムよみ」を行う。それができるようになった
ら，一段落を通して，または１ページ通して「リズ
ムよみ」を行う。これを「通しよみ」という。
さらに，「合わせよみ」を行う。これはCDの音源
や ALTの範読から１秒遅れて読むのだ。これは音
声をきちんと聞かないとできないので，リスニング
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［特集］「なるほど，わかった！」を引き出す授業

力も鍛えることになる。
このように段階を追って「リズムよみ」指導をす
ることで，「表現よみ」も無理なくできるようになる。

５．生徒の反応から見えてくるもの
（1）和訳が自分でできる
前述したように，中学校時代はほとんど和訳の訓

練がされておらず，英語の苦手な生徒が多い本校で
は和訳を一人でできる生徒はほとんどいない。寺島
メソッドを使うことで，生徒は「自力で和訳ができ
る」という実感をつかみ始めている。
英文の意味をとらえるための要である動詞をきち

んと見つけられるようになってきている。「今まで準
動詞と述語動詞の区別がわからなかったけど，高校
に入って，だいたいわかるようになりました」
さらに「和訳プリントをしていくうちに，（中略）
前は少し戻って何回も何回も同じ単語を確認してい
ましたが，最近では（それが）減ってきました」とあ
るように語彙力もついてきている。

（2）「リズムよみ」の力にびっくり
「リズムよみ」をすることでリスニング力もついて
くることに驚いている生徒がいる。ある生徒は次の
ように言っている。
「（ホームステイで）来てくれたアメリカ人の人に
話しかけるときには私の英語は１回でわかってくれ
ましたが，中学生の弟が話すと通じないことが多く，
弟は必死で発音を意識していましたが，なかなか伝
わらないということがあり，リズムで読むことが大
切なんだと実感しました」
さらに別の生徒は，次のように言っている。
「中学校時代は，私は英語をまったく聞き取れず，
リスニングテストなどはあまり良い点を取ることが
できませんでした。しかし，少しずつ聞きとれるよ
うなってきました。リズム読みの強弱や発音に気を
付けることで，今まで聞き取ることができなかった
単語などを少しだけですが，聞きとれるようになっ
たのです。ついこの間，母（元キャビンアテンダン
ト）が自分の部屋で外国人の方と電話で話をしてい
ました。（中略）その会話を聞くことができました。
どうせ難しい会話だろうなと思いながらも，自分で
聞き取ってみようと思い，聞いてみると，２～３文

ですが，聞き取ることができました。とても嬉し
かったです」

（3）英語が好き！
この１年間で生徒は今までできなかったことがで

きるようになったと実感している。それによって少
しずつ英語が好きになり，これからも勉強していこ
うという意欲が出てきているようだ。
「（英語の）授業が少し楽しいと感じるようになり
ました」「前までは英語がほとんどわからなくてぽ
かんとしていることが多かったのですが，少しずつ
わかるようになり，英文も読むだけでなく，読みな
がら意味を捉えられるようになりました」

６．おわりに
文科省の方針がコミュニケーションに偏ってきて

いる中で逆に英語嫌いが増えている。しかし，「楽
しい」が英語学習を続ける力になる。
生徒は「（自分の好きな）曲の歌詞に英語が出てく

るとスマホや辞書を使って意味を調べることが多く
なった。そして，歌詞の意味がわかった時はとても
嬉しく達成感を味わうことができるので，まったく
苦痛ではない」と言っている。
また，前任校で，英語の苦手な生徒が大学に合格

したあと入学前の英語課題を自分で記号をつけなが
ら読み切って課題提出し，周りを驚かせた。
そんな生徒を作ることができれば，後は生徒が勝
手に勉強していく。それこそ寺島メソッドの目標で
あり，その醍醐味を私は日々，味わっている。
私は初任のとき「寺島メソッド」に出会った。以

来，寺島メソッドに関するさまざまな文献を読み，
授業を作ってきた。「わからない」に出会う度に何度
も理論書や実践書を読み直した。そして，「わかる」
「楽しい」の声に励まされ続けて現在に至っている。
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